
　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

15
まとめ

⇒提出課題について振り返り
15

13
箱庭療法③　～ながめる～
															
															

13

14
これまでの体験について発表

⇒レポート提出
14

11
箱庭療法①　～理論～

11

12
箱庭療法②　～実践～

12

9
人物画テスト

9

10
風景構成法

10

7
九分割統合絵画法

7

8
バウムテスト

8

5
コラージュ療法①

5

6
コラージュ療法②

6

3
スクイグル（相互なぐり描き法）

3

4
MSSM（交互なぐり描き物語統合法）

4

1
オリエンテーション・ 描画療法体験

1

2
絵画療法～様々な技法～

2

【到達目標】
心理療法からレクリエーションまで様々な用いられ方をする芸術の有効性や活用方法、可能性と限界を
知り、芸術を媒介したコミュニケーションの中で相手に共感を示すことができる。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）
前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
現場で見聞きする可能性のある心理療法の手法である芸
術療法について知り、体験を通して、自己理解を深め、他者
と向き合う際の心構えを養う。

教育機関・福祉施設において、心理療法と
して芸術療法を用いている。

【教科書・参考書・教材等】
参考書：芸術療法 [新装版］　飯森眞喜雄(編）　日本評論社　2019.
コラージュ療法実践の手引き　森谷寛之（著）　金剛出版社　2012．
描画テスト　高橋依子（著）　北大路書房　2011．等

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

医療福祉心理学科 3年 30時間 劉　妮 ○

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

芸術療法 講義 選択 前期

2020.04改訂
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

社会心理学 講義 必修 前期

医療福祉心理学科 2年 30時間 岡本大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
・他者とのコミュニケーション，集団での意思決定等を“社会心

理学”という視点から考え，理解できるようになる
・社会的リアリティについて理解する

心理師として児童養護施設、児童発達支援・
放課後等デイサービス、精神科クリニックにて
勤務経験あり

【教科書・参考書・教材等】
参考書；適宜授業内で案内します

【到達目標】
人がコミュニケーションする中でさまざまな現象が起こりうる。それらの現象について疑問を抱き”なぜそうなる
のか”について関心をもてるようになることを到達目標とする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 オリエンテーション～ 事実と現実は違う？～ 1

2 認知バイアス～楽したい人間～ 2

3 傍観者効果～助けてくれない他者～ 3

4 同調行動～暗黙の了解ってなに？～ 4

5 役割取得～人はどこまで非道になれる？～ 5

6 態度～一貫性の落とし穴～ 6

7
小テスト

原因帰属～テストの結果をどう考える？～
7

8 対人魅力～外見が全て？～ 8

9 説得的コミュニケーション～詐欺の手口って？～ 9

10 外集団と内集団～愚かな集団～ 10

11 マスメディア・SNS～炎上がおきるのはなぜ？～ 11

12 文化心理学入門～海外と日本は似ている？～ 12

15 試験の解説 15

13 振り返り 13

14 試験 14

2020.04改訂
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

専門用語 講義 選択 前期

医療福祉心理学科 2年 30時間 岡本大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
・さまざまな精神疾患に関する知識を得る
・精神疾患への関わり・治療法について知る

心理師として児童養護施設、児童発達支援・
放課後等デイサービス、精神科クリニックにて
勤務経験あり

【教科書・参考書・教材等】
参考書；
一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟（編集）『最新 精神保健福祉士養成講座 精神医学と精神
医療』

【到達目標】
・精神疾患や治療法について他者へ説明できるようになる
・専門用語を適切にりようできるようになる

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション；専門用語を学ぶ意義

1

2
心の不調の見方～さまざまな視点～

2

3
Case1 統合失調症

3

4
Case2 うつ病

4

5
Case3 双極性障害

5

6
Case4 不安症

6

7
小テスト・カンファレンス

7

8
Case5 強迫症

8

9
Case7 トラウマ関連障害

9

10
Case8 パーソナリティ障害

10

11
さまざまな心理療法①システムズアプローチ

11

12
さまざまな心理療法②認知行動療法

12

15
試験返し・授業の補足

15

13
復習と試験勉強

13

14
試験

14
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　　２０２３年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

SHゼミⅢ 演習 必修 通年

医療福祉心理学科 3年 60時間 岡本大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
まずは、クラス全体の学習・学校行事・実習などに対するモチ
ベーションを向上させる。そして、就職活動に対する意識付け
を行い、就職対策の授業とリンクさせ、実際に就職活動の準備
を進める。また、外部講師を招聘し、社会性も身につける。

臨床心理士・公認心理士の実務経験を活か
して、現場の経験を通し、わかりやすく講義を
行う。

【教科書・参考書・教材等】
必要に応じてプリントを配布する。

【到達目標】
クラス全体で討議が必要な事項がある場合は、すぐに討議する。就職活動については、希望進路の設定、求
人票の見方、履歴書の書き方（特に志望動機・自己ＰＲ）など基本的な内容を中心に進める。学園祭について
は、授業内で準備を進めていき、学園祭を学生にとって充実したものとする。また、外部講師を招聘し、金融ト
ラブルを避けるために必要なスキルなども身につける。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1
学園祭に向けて

2
学生図書について

2
学園祭に向けて

3
クラス運営について

3
学園祭に向けて

4
クラス運営について

4
学園祭に向けて

5
クラス運営について

5
学園祭に向けて

6
希望就職先の意識調査

6
学園祭に向けて

7
就職活動に対する意識付け

7
学園祭に向けて

8
就職活動に対する意識付け

8
学園祭に向けて

9
ＳＭＢＣ　金融トラブルについて

9
学園祭を振り返って

10
クラス運営について

10
就職に向けての準備

11
クラス運営について

11
就職に向けての準備

12
就職活動に向けての準備

12
就職に向けての準備

15
夏休みの過ごし方について

15
春休みの過ごし方について

13
就職活動に向けての準備

13
就職に向けての準備

14
就職活動に向けての準備

14
就職に向けての準備

2020.04改訂
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　　２０２３年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

現場体験実習指導 講義＆演習 選択 通年

医療福祉心理学科 2年 ６０時間 岡本大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
前期には、学生が現場実習に臨むにあたっての心構えを身に
つけるとともに、個人票・実習計画書・実習日誌等の書き方を
学ぶ。後期には、現場実習を振り返り、パワーポイントを用い
て発表し、明確に伝える力を養成する。

臨床心理士・公認心理士の実務経験を活か
して、現場の経験を通し、わかりやすく講義を
行う。

【教科書・参考書・教材等】
適宜、講義プリント・演習プリントを配付します。

【到達目標】
現場実習に臨むにあたってのマナー・スキルを身につけるとともに、個人票・実習計画書・実習日誌におい
て、
適切な表現で記載できる力・事象を考察できる力を養成する。現場実習終了後は、パワーポイントを用いて、
実習で学んだことや自己の課題を発表できるように指導する。そして、自己の適性も踏まえて、進路を明確に
する。【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション
実習先について 1

現場体験実習の振り返り

2
個人票・実習日誌について（1）

2
パワーポイントでの発表の準備

3
個人票・実習日誌について（2）

3
パワーポイントでの発表の準備

4
個人票・実習日誌について（3）

4
パワーポイントでの発表の準備

5
実習計画書・実習日誌について（1）

5
パワーポイントでの発表

6
実習計画書・実習日誌について（2）

6
パワーポイントでの発表

7
実習計画書・実習日誌について（3）

7
パワーポイントでの発表

8
実習計画書・実習日誌について（4）

8
パワーポイントでの発表

9
実習計画書・実習日誌について（5）

9
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

10
実習計画書・実習日誌について（6）

10
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

11
実習前事前学習・実習日誌について（1）

11
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

12
実習前事前学習・実習日誌について（2）

12
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

15
実習前確認

15
科目まとめ

13
実習事前学習・事後訪問について（1）

13
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

14
実習事前学習・事後訪問について（2）

14
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

2020.04改訂
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　　２０２３年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

就職対策 講義＆演習 必修 前期

医療福祉心理学科 3年 ３０時間 岡本大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
精神科医療機関、障害福祉サービス事業所、医療事務分野、
児童分野等、業界研究を進めつつ、履歴書を完成させる。加
えて、個別指導も行いながら面接のスキルを向上させる。

心理師として児童養護施設、児童発達支援・
放課後等デイサービス、精神科クリニックにて
勤務経験あり

【教科書・参考書・教材等】
渡部幸著『受かる！伝わる！面接試験〈出るとこ〉対策』，高橋書店

その他、適宜、プリント等を配付します。

【到達目標】
自己分析、企業研究（法人研究）を行い、希望進路を絞ります。そして、履歴書・面接ともに「自己PR」「志望動
機」「学生時代に力を入れたこと」等ついて対策し、実際の就職活動に活かし、応募先に好印象を与えること
ができるようにします。その他よく聞かれる事項を中心にシミュレーションしておき、就職を希望する学生は最
終的に内定を取ります。※適宜、個別指導を入れ、個別の到達目標を重視します。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1

2
面接練習
自己分析・企業（法人）研究

2

3
面接練習
自己分析・企業（法人）研究

3

4
面接練習
自己分析・企業（法人）研究

4

5
面接練習
自己分析・企業（法人）研究

5

6
面接練習
自己分析・企業（法人）研究

6

7
面接練習
自己分析・企業（法人）研究

7

8 個別指導 8

9 個別指導 9

10 個別指導 10

11 個別指導 11

12 個別指導 12

15 個別指導 15

13 個別指導 13

14 個別指導 14
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　　２０２３年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

日本語表現 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 ６０時間 岡本大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
文章を書くにあたり、文章内容と文章構成を考え、正しく表現・
表記できる力を養成する。特に2年生での実習日誌等の書類
の作成を意識し、漢字力・書き言葉での表現に重点を置く。漢
字については、授業内で小テストを行う。

臨床心理士・公認心理士の実務経験を活か
して、実習記録の書き方・記録に適した表現
方法についてわかりやすく講義を行う。

【教科書・参考書・教材等】
公益財団法人日本漢字能力検定協会編
『基礎から学べる！文章力ステップアップ文章検4級対応』公益財団法人日本漢字能力検定協会

他、講義プリントを配付し、授業内で使用します。

【到達目標】
まずは、学生各々が自身の文章作成能力を把握した上で、文章を丁寧に書く、わからなければ調べるという
習慣を身につけつつ、文章内容と文章構成を考え、正しく表現・表記できる力を養成する。そして、学生が自
身の課題・弱点に気づけるようにするとともに、漢字力・文章力の向上を図る。また、漢字については小テスト
を行う。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション
「日本語表現」授業の意義 1

後期オリエンテーション

2
文章力ステップアップ①―事実と主観を分ける―

2
文章力ステップアップ⑦―意見を述べる―

3
文章力ステップアップ②―事実と主観を分ける―

3
文章力ステップアップ⑧―意見を述べる―

4
文章力ステップアップ③―事実に基づいた考察―

4
文章力ステップアップ⑨―意見を述べる―

5
文章力ステップアップ④―事実に基づいた考察―

5
文章力ステップアップ⑩
―テーマに基づいた記述―

6
文章力ステップアップ⑤―事実に基づいた考察―

6
文章力ステップアップ⑪
―テーマに基づいた記述―

7
文章力ステップアップ⑥―事実に基づいた考察―

7
文章力ステップアップ⑫
―テーマに基づいた記述―

8
実習報告書①―高齢者施設―

8
実習報告書⑦―就労移行支援事業所―

9
実習報告書②―高齢者施設―

9
実習報告書⑧―就労移行支援事業所―

10
実習報告書③―高齢者施設―

10
実習報告書⑨―精神科病院―

11
実習報告書④―児童養護施設―

11
実習報告書⑩―精神科病院―

12
実習報告書⑤―児童養護施設―

12
実習報告書⑪―精神科病院―

15
前期の内容に関する補足説明

15
後期の内容に関する補足説明

13
実習報告書⑥―児童養護施設―

13
実習報告書⑫―精神科病院―

14
振り返り

14
振り返り

2020.04改訂
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　　２０２３年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

発達人格心理学 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 60時間 岡本　大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
発達心理学とパーソナリティ心理学の観点から，人の発達や
発達上の問題，パーソナリティの形成について学ぶ。発達や
パーソナリティに関する基礎知識の習得を目的とする。

発達支援・放課後等デイサービス施設にて子
どもの発達や親の悩みについての相談業務
を担当。

【教科書・参考書・教材等】
教科書：『完全カラー図解 よくわかる発達心理学』 渡辺弥生監修 ナツメ社

参考書：『よくわかるパーソナリティ心理学』　吉川眞理編著　ミネルヴァ書房
　『よくわかる臨床発達心理学』　麻生 武・浜田寿美男 編　ミネルヴァ書房　　ほか

【到達目標】
①人間の発達とパーソナリティに関する問題について，自らの日常と将来像に結びつけて考えられるように
なる

②保育士試験の科目である「保育の心理学」の過去問を概ね解ける水準の知識を身に着ける

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション：
前期講義の概要と保育士について 1

オリエンテーション：
後期講義の概要について

2
乳幼児期の発達と気質（1）

2
得意なことと苦手なこと：知能と発達

3
乳幼児期の発達と気質（2）

3
子どもの理解：運動と言語

4
児童期の発達と気質（1）

4
神経発達症について（1）

5
児童期の発達と気質（2）

5
神経発達症について（2）

6
青年期の発達とパーソナリティ（1）

6
神経発達症について（3）
神経発達症に関する小テスト

7
青年期の発達とパーソナリティ（2）

7
特別支援教育と療育

8
家族・友人・恋愛関係とパーソナリティ（1）
乳幼児期から青年期に関する小テスト 8

保育士保育方針 ほか

9
家族・友人・恋愛関係とパーソナリティ（2）

9
エリクソンのライフサイクル論
ピアジェの認知発達理論

10
家族・友人・恋愛関係とパーソナリティ（3）

10
愛着（アタッチメント）理論

11
成人期の発達とパーソナリティ

11
保育と発達支援

12
老年期の発達とパーソナリティ

12
こころの健康とパーソナリティ

15
試験返し

15
試験返し

13
前期の振り返り

13
後期の振り返り

14
試験

14
試験

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

専門演習A 演習 選択 前期

医療福祉心理学科 3年 30時間 岡本 大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
実習の意義を理解する
実習の準備を行う
実習先施設への連絡・事前訪問を行う

臨床心理士・公認心理士の実務経験を活か
して、現場の経験を通し、わかりやすく講義を
行う。

【教科書・参考書・教材等】

適宜，配布します

【到達目標】
実習の準備を行い，スムーズに実習に参加できるようにする
実習日誌を適切に書けるようになる

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション
実習先について 1

2
個人票・実習日誌について（1）

2

3
個人票・実習日誌について（2）

3

4
個人票・実習日誌について（3）

4

5
実習計画書・実習日誌について（1）

5

6
実習計画書・実習日誌について（2）

6

7
実習計画書・実習日誌について（3）

7

8
実習計画書・実習日誌について（4）

8

9
実習計画書・実習日誌について（5）

9

10
実習計画書・実習日誌について（6）

10

11
実習前事前学習・実習日誌について（1）

11

12
実習前事前学習・実習日誌について（2）

12

15
実習前確認

15

13
実習事前学習・事後訪問について（1）

13

14
実習事前学習・事後訪問について（2）

14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

専門演習B 演習 選択 後期

医療福祉心理学科 3年 30時間 岡本 大輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
実習の意義を理解する
実習に参加した体験を振り返るとともに発表する

臨床心理士・公認心理士の実務経験を活か
して、現場の経験を通し、わかりやすく講義を
行う。

【教科書・参考書・教材等】

適宜，配布します

【到達目標】
自身の体験を振り返り発表できる
他者の体験を関心をもって聞くことができる

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 1
現場体験実習の振り返り

2 2
パワーポイントでの発表の準備

3 3
パワーポイントでの発表の準備

4 4
パワーポイントでの発表の準備

5 5
パワーポイントでの発表

6 6
パワーポイントでの発表

7 7
パワーポイントでの発表

8 8
パワーポイントでの発表

9 9
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

10 10
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

11 11
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

12 12
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

15 15
科目まとめ

13 13
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について

14 14
春の現場実習・PSW実習に向けて
保育士試験に向けての勉強・就職活動について
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ソーシャルワーク演習（専門） 講義＆演習 選択 通年

医療福祉心理学科 2年 90時間 高岡睦昌・指﨑千尋 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
①ソーシャルワークとはなにか、について、体系化されたこれ
までの講義や演習、実習から考察し、言語化する。
②ソーシャルワーク実習に備え、①で考察し言語化したソー
シャルワークを実践できる力量を身に着ける。

社会福祉分野（地域法人、社会福祉協議会
等）や精神保健福祉分野（精神科病院）での
実務のある教員が科目を担当する。

【教科書・参考書・教材等】
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編
『最新 精神保健福祉士養成講座  7.ソーシャルワーク演習［精神専門］』中央法規出版

【到達目標】
①精神保健福祉士の専門性を理解し、ソーシャルワークに必要な知識・技術・価値を習得することができる。
②多様な事例を検討することにより、どのような状況にも対応可能な実践力を養う。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
科目オリエンテーション

1
事例検討

2
ソーシャルワークとは
演習の意義と目標 2

事例検討

3
演習への参加、演習の展開、演習の方法

3
事例検討

4
グループディスカッションとは

4
事例検討

5
事例の読み方、使い方

5
事例検討

6
事例検討

6
事例検討

7
事例検討

7
事例検討

8
事例検討

8
事例検討

9
事例検討

9
事例検討

10
事例検討

10
事例検討

11
事例検討

11
事例検討

12
事例検討

12
事例検討

15
科目総括

15
科目総括

13
事例検討

13
事例検討

14
事例検討

14
事例検討
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ソーシャルワーク演習（専門） 演習 選択 前期

医療福祉心理学科 3年 90時間 高岡睦昌・指﨑千尋 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
①ソーシャルワークとはなにか、について、体系化されたこれ
までの講義や演習、実習から考察し、言語化する。
②ソーシャルワーク実習に備え、①で考察し言語化したソー
シャルワークを実践できる力量を身に着ける。

社会福祉分野（地域法人、社会福祉協議会
等）や精神保健福祉分野（精神科病院）での
実務のある教員が科目を担当する。

【教科書・参考書・教材等】
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編
『最新 精神保健福祉士養成講座  7.ソーシャルワーク演習［精神専門］』中央法規出版

【到達目標】
①精神保健福祉士の専門性を理解し、ソーシャルワークに必要な知識・技術・価値を習得することができる。
②多様な事例を検討することにより、どのような状況にも対応可能な実践力を養う。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
科目オリエンテーション

1

2
演習への参加、演習の展開、演習の方法について
（おさらい） 2

3
事例検討（グループワーク、発表を含む）

3

4
事例検討（グループワーク、発表を含む）

4

5
事例検討（グループワーク、発表を含む）

5

6
事例検討（グループワーク、発表を含む）

6

7
事例検討（グループワーク、発表を含む）

7

8
事例検討（グループワーク、発表を含む）

8

9
事例検討（グループワーク、発表を含む）

9

10
事例検討（グループワーク、発表を含む）

10

11
事例検討（グループワーク、発表を含む）

11

12
事例検討（グループワーク、発表を含む）

12

15
科目総括

15

13
事例検討（グループワーク、発表を含む）

13

14
事例検討（グループワーク、発表を含む）

14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ソーシャルワーク実習指導 演習 選択 通年

医療福祉心理学科 3年 60時間 高岡睦昌・指﨑千尋 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
①第２回目の実習に向けて自分自身の目標と課題を明確にす
る。
②報告資料の作成により、俯瞰的に実習の振り返りを行う。
③報告発表を通じて、プレゼンテーションの技術力を上げる。

都道府県社会福祉協議会等において、地域
に向けた社会福祉活動を行っていた。

【教科書・参考書・教材等】
荒田寛他編『ＰＳＷ実習ハンドブック―実習生のための手引き』（へるす出版）2013年

【到達目標】
①実習体験を言語化し共有することで、ソーシャルワークとは何かを体系化し、次の実習に活かすことができ
る。
②報告資料の作成過程で実習での学びや課題を明確にできる。
③実践を言語化し、他者に伝えることができる。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
科目オリエンテーション
グループワーク（実習の振り返り） 1

2回目の実習の振り返り

2
グループワーク（実習の振り返り）

2
精神保健福祉援助実習報告書の原稿作成

3
実習報告PowerPoint作成

3
精神保健福祉援助実習報告書の原稿作成

4
実習報告PowerPoint作成

4
精神保健福祉援助実習報告書の原稿作成

5
実習報告PowerPoint作成

5
精神保健福祉援助実習報告書の原稿締切（授
業開始時）　実習報告PowerPoint作成

6
実習報告（発表）

6
実習報告PowerPoint作成

7
実習報告（発表）

7
実習報告PowerPoint作成

8
実習報告（発表）

8
実習報告PowerPoint作成（授業終了時締切）

9
実習報告（発表）

9
実習報告（発表）

10
実習報告（発表）

10
実習報告（発表）

11
実習報告集について
実習報告集原稿作成 11

実習報告（発表）

12
実習報告集について
実習報告集原稿作成 12

実習報告（発表）

15
２回目の実習に向けて

15
実習報告の振り返り

13
２回目の実習に向けて

13
実習報告（発表）

14
２回目の実習に向けて

14
実習報告の振り返り
実習報告（予備日）
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

SHゼミⅠ 演習 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 60時間 指﨑　千尋

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
①学生が学校生活を円滑に送るために必要な知識を習得するととも
に、クラスでのそれぞれの役割について理解する。
②クラス全体の学習や学校行事に対する連帯感、モチベーションの
向上に務める。
③社会に出ていくための必要なマナーや一般常識を身に付ける

【教科書・参考書・教材等】
適宜、プリント等の資料を用意する。

【到達目標】
①学生がクラスでの自分の役割を理解し、円滑なゼミ活動を行うための方策を自ら考える。
②スポーツ大会等の学校行事では、クラスで協力し、自分の役割を遂行する。
③他者との関係性を理解し、クラスという集合体の役割を考えられる力を養う。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 オリエンテーション 1 オリエンテーション

2 学生生活について 2 後期の学生生活について

3 学生生活についtr 3 スポーツ大会に向けて

4 学生生活について 4 スポーツ大会に向けて

5 健康診断 5 スポーツ大会に向けて

6
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

6 スポーツ大会に向けて

7
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

7 クラス運営・就職活動について

8
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

8 クラス運営・就職活動について

9
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

9 クラス運営・就職活動について

10
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

10 クラス運営・就職活動について

11
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

11 クラス運営・就職活動について

12
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

12 進級に向けて

15 夏季休業中の実習と留意点について 15 進級に向けて

13
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

13 進級に向けて

14
クラス運営・就職活動について
（適宜、必要に応じて外部講師を招聘する場合あり）

14 進級に向けて

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ソーシャルワークの理論と方法 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 60時間 高岡睦昌・指﨑千尋 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
ソーシャルワーク実践の基盤となる諸理論、具体的展開に不
可欠な実践モデル、アプローチ、面接、記録方法を学ぶ。さら
に実践を豊かにするための理論や方法を学ぶ。

都道府県社会福祉協議会等において、地域
に向けたソーシャルワーク活動を行ってい
た。

【教科書・参考書・教材等】
一般社団法人　日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集
『最新　社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講座　12ソーシャルワークの理論と方法』（中央法規出版）

【到達目標】
①ひとと環境との交互作用に関する理論と、ミクロ・メゾ・マクロにおけるソーシャルワークについて理解する。
②ソーシャルワークのさまざまな実践モデルとアプローチについて理解する。
③ソーシャルワークの過程とそれに係る知識と技術について理解する。
④コミュニティワークの概念とその展開について理解する。
⑤ソーシャルワークにおけるスーパービジョンについて理解する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1
ソーシャルワークの面接①

2
ソーシャルワーク実践の共通基盤

2
ソーシャルワークの面接②
ソーシャルワークの記録①

3
システム理論・生態学理論

3
ソーシャルワークの記録②

4
バイオ・サイコ・ソーシャルモデル／
ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワーク 4

ケアンマネジメント（ケースマネジメント）

5
ソーシャルワークの過程

―　ケースの発見とエンゲージメント（インテーク） 5
グループワーク①

6
ソーシャルワークの過程

―　アセスメント 6
グループワークワーク②

7
ソーシャルワークの過程

―　プランニング 7
コミュニティワーク①

8
ソーシャルワークの過程

―　支援の実施とモニタリング 8
コミュニティワーク②

9
ソーシャルワークの過程

―　支援の終結と結果評価、アフターケア 9
ソーシャルアドミニストレーション

10
ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ①

10
ソーシャルアクション①

11
ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ② ソーシャルアクション②

12
ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ③

12
スーパービジョンとコンサルテーション

15
前期の振り返り

15
1年間の振り返り

13
前期まとめ

13
後期まとめ

14
前期試験

14
後期試験
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

学科コミュニケーション交流 演習 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 30時間 指﨑　千尋

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
新１年生が上級生と関わることによって、先輩との良好な関係
性の構築や上級生になった際のロールモデルをイメージでき
ることを目的とする。

【教科書・参考書・教材等】
適宜、資料を配布する。

【到達目標】
新１年生が上級生と関わることによって、先輩との良好な関係性の構築や上級生になった際のロールモデル
をイメージできることを目指す。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1

2
１学年間コミュニケーション

2

3
多学年間コニュニケーション交流

3

4
多学年間コニュニケーション交流

4

5
七夕行事

5

6
ドッグセラピー

6

7
講演会

7

8
夏休みに向けて

8

9 9
学科レクリエーションについて

10 10
学科レクリエーション

11 11
スポーツ大会に向けて

12 12
スポーツ大会

15 15
実習報告会

13 13
クリスマス行事

14 14
実習報告会

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

社会福祉 講義 必修 前期

医療福祉心理学科 1年 30時間 指﨑　千尋 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
社会福祉の歴史を概観しつつ、社会福祉の基礎を学ぶ。その
うえで、児童、高齢、障害などの各分野に目を向け、どのよう
な機関や人材によって社会福祉が支えられているのかを理解
する。

都道府県社会福祉協議会等において、地域
に向けた社会福祉活動を行っていた。

【教科書・参考書・教材等】
志濃原　亜美・編集　みらい×子どもの福祉ブックス『社会福祉』(みらい)

【到達目標】
①社会福祉を学ぶなかで頻出する用語の意味を理解し、社会福祉の変遷を踏まえて社会福祉に関連する受
容な概念やソーシャルワークに必要な基本的な知識を身につける。
②社会福祉制度に関わる機関や人材が果たす役割を理解する。
③社会保障、児童、高齢者、障害者等、各分野の現状と課題を考察できる力を涵養する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
科目オリエンテーション／
現代社会の動向と社会福祉

1

2 社会福祉の歴史 2

3 社会福祉法制 3

4 社会福祉の実施体系 4

5 社会福祉の施設と専門職 5

6 社会保障制度 6

7 子ども家庭福祉の法と制度 7

8 高齢者福祉の法と制度 8

9 障害者福祉の法と制度 9

10 社会福祉とソーシャルワーク 10

11 福祉サービスの利用支援と権利擁護 11

12
社会福祉の動向と課題
　―　地域福祉の視点から

12

15 振り返り 15

13 まとめ 13

14 試験 14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

社会保障 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 2年 60時間 指﨑　千尋 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
①社会や経済、法律、政治の基礎的な知識を持つ。
②新聞やニュースで、社会保障に関する情報に興味を持つ。
③社会保障の仕組みが、私たちの生活に直結していることを
理解する。

都道府県社会福祉協議会等において、地域
に向けた社会福祉活動を行っていた。

【教科書・参考書・教材等】
一般社団法人　日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集
『最新　社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講座　7社会保障』（中央法規出版）

【到達目標】
①社会や経済、政治の基礎的な知識を得る。
②新聞やニュースなど、身近な媒体から社会保障に関する情報に興味を持つ。
③社会保障の仕組みが、生活にどのように関係しているかを考えることが出来るようになる。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 社会保障・はじめに 1 保険と扶助の考え方

2 人口動態の変化 2 社会保険と社会扶助の考え方

3 経済環境の変化 3 社会保険と民間保険の現状

4 労働環境の変化 4 医療保険制度の概要

5 社会保障の概念と範囲 5 介護保険制度の概要

6 社会保障の役割と意義 6 年金制度の概要

7 社会保障の理念 7 労災保険制度と雇用保険制度の概要

8 社会保障の対象 8 生活保護制度の概要

9 社会保障制度の展開 9 社会手当制度の概要

10 社会保障の財政社会保障給付費・内訳・動向 10 諸外国の社会保障

11 国民負担率 11 社会保障の国際比較

12 社会保障と経済 12 社会保障の国際化

15 前期の振り返り 15 １年間の振り返り

13 前期まとめ 13 後期まとめ

14 前期試験 14 後期試験
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

職場体験指導 講義＆演習 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 60時間 指﨑　千尋 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
大阪府社会福祉協議会　大阪福祉人材支援センターのイン
ターンシップ事業・児童分野現場体験事業を活用し、４日間の
福祉職場での体験実習を行う。
実習に向けての事前学習や準備、実際の実践現場での見聞
を通じて、２年次以降のソーシャルワーク実習や現場実習のス
テップにすることを目的とする。

都道府県社会福祉協議会等において、地域
に向けた社会福祉活動を行っていた。

【教科書・参考書・教材等】
適宜、スライド投影や講義レジュメを準備する。

【到達目標】
①福祉職場の種別や業務形態を理解する。
②自分の興味や関心のある分野を絞り、整理することができる。
③実習を実施するために必要な社会マナーや知識、技術を習得できる。
④実習報告のための資料を作成し、聴衆の前で発表することができる。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
科目ガイダンス
職場体験とは何か 1

オリエンテーション・全体の振り返り

2
どの分野に興味があるか

2
振り返りのグループワーク

3
大阪福祉人材支援センターガイダンス

3
個人発表に向けて

4
実習先の検討・調査①

4
個人発表の準備（個人ワーク）

5
実習先の検討・調査②

5
個人発表①

6
実習先の検討・調査③

6
個人発表②

7
実習先についての発表①

7
個人発表③

8
実習先についての発表②

8
個人発表④

9
実習生としてのマナーや身だしなみについて

9
個人発表⑤

10
職場体験の課題・目標設定

10
個人発表⑥

11
職場体験についての不安①

11
個人発表⑦

12
職場体験についての不安②
その不安解消のための具体的方法 12

個人発表を振り返るグループワーク

15
科目総括、実習に向けての最終確認

15
科目総括

13
日程確認、誓約書記入、提出物の確認　

13
2年生での実習に向けて

14
実習場面を想定しての指導

14
職場体験と希望進路
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

地域福祉と包括的支援体制 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 3年 60時間 指﨑　千尋 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
地域共生社会の実現に向けて、地域生活課題の変化と現状
を踏まえ、包括的支援体制における精神保健福祉士の役割を
理解する。

都道府県社会福祉協議会等において、地域
に向けた社会福祉活動を行っていた。

【教科書・参考書・教材等】
一般社団法人　日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集
『最新　社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講座　6地域福祉と包括的支援体制』（中央法規出版）

【到達目標】
①地域福祉の基本的な考え方、展開、動向について理解する。
②地域福祉における主体と対象を理解し、住民の主体形成の概念を理解する。
③地域福祉を推進するための、福祉行財政の実施体制と果す役割について理解する。
④包括的支援体制の考え方と、多職種及び多機関協働の意義と実際について理解する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
地域社会の概念と理論

1
地域を基盤としたソーシャルワークの方法

2
地域社会の変化

2
住民の主体形成に向けたアプローチ

3
多様化・複雑化した地域生活加地の現状とニーズ

3
地域を基盤としたソーシャルワークの具体的な展開

4
地域包括ケアシステム

4
非常時や災害時における法制度

5
生活困窮者自立支援の考え方

5
非常時や災害時における総合的・包括的な支援

6
包括的支援体制とは

6
福祉計画の定義、目的、機能と歴史的展開

7
地域共生社会の構築とは

7
市町村地域福祉計画・都道府県地域福祉支援
計画の内容

8
地域福祉ガバナンス

8
福祉計画の策定過程と方法

9
多機関協働を促進する仕組み

9
福祉計画におけるニーズ把握の方法・技術

10
福祉以外の分野との機関協働の実際

10
福祉計画における評価

11
地域福祉の概念と理論

11
福祉行財性システム
①国の役割、②都道府県の役割、③市町村の役
割

12
地域福祉の歴史

12
福祉行政の組織および専門職の役割

15
振り返り

15
１年間の振り返り

13
地域福祉の動向

13
福祉における財源

14
中間試験

14
学年末試験

2020.04改訂
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　　２０２３年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

医療事務（PC） 演習 選択 通年

医療福祉心理学科 3年 60時間 櫻井　敬太 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
レセプトコンピュータによる医療事務の点数算定や治療費の計
算を理解し、カルテ内容を入力する技能を身につける

レセプトコンピューター・電子カルテのベン
ダーにおいて、インストラクターとして従事して
いた

【教科書・参考書・教材等】
医療事務テキスト5
カルテ例題集

【到達目標】
医療事務OA実務能力認定試験に合格するための入力スピード及び、算定知識を身につける

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
検定試験の案内、外来症例レセプト入力

1
医療事務OA対策　外来・入院レセプト入力

2
入院料とは、入院症例レセプト入力

2
医療事務OA対策　外来・入院レセプト入力

3
入院症例レセプト入力

3
医療事務OA対策　外来・入院レセプト入力

4
入院症例レセプト入力

4
医療事務OA対策　外来・入院レセプト入力

5
入院症例レセプト入力

5
医療事務OA対策　外来・入院レセプト入力

6
入院症例レセプト入力　学科問題について

6
医療事務OA対策　外来・入院レセプト入力
学科対策

7
入院症例レセプト入力　学科問題について

7
医療事務OA対策　外来・入院レセプト入力
学科対策

8
外来・入院症例レセプト入力

8
医療事務OA対策　外来・入院レセプト入力
学科対策

9
外来・入院症例レセプト入力

9
外来・入院症例レセプト入力

10
外来・入院症例レセプト入力

10
外来・入院症例レセプト入力

11
外来・入院症例レセプト入力

11
外来・入院症例レセプト入力

12
外来・入院症例レセプト入力

12
外来・入院症例レセプト入力

15
試験解説

15
試験解説

13
外来・入院症例レセプト入力

13
外来・入院症例レセプト入力

14
前期試験

14
後期試験

2020.04改訂
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

医療事務PC 講義 選択 通年

医療福祉心理学科 2年 60時間 中原かおる ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
医療事務の治療費の計算方法を学び、基本的な算定方法や
ルールを理解する。
レセプトコンピューターを用いて、外来レセプト作成の仕方を学
ぶ。

医療機関において、主にレセプト作成や点検
業務に従事している。

【教科書・参考書・教材等】
テキスト5（サポートブック）、診療所事務職のための外来レセプトlesson基本

【到達目標】
法令で定められた様式、書き方や算定のルールを学び、正しい外来レセプトの作成スキルを修得する

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
授業の進め方、自己紹介
Lesson1　上書き部分を記入する 1

外来レセプト作成（前期試験復習）

2
Lesson2　基本診療料を請求する　初診料

2
病院カルテのレセプト作成　22号、１７号

3
Lesson2　基本診療料を請求する　再診料

3
２６号　、１７号続き

4
Lesson2　基本診療料を請求する　再診料

4
検体検査のレセプト作成

5
Lesson3　医学管理等を請求する

5
生体検査のレセプト作成

6
Lesson4　在宅の療養指導管理料を請求する

6
生体検査のレセプト作成

7
Lesson5　薬の点数を請求する

7
画像診断　単純撮影のレセプト作成

8
Lesson5　薬の点数を請求する

8
画像診断　単純撮影のレセプト作成

9
Lesson5　薬の点数を請求する

9
画像診断　造影剤使用撮影のレセプト作成

10
手書きレセプト作成　初診～投薬まで

10
画像診断　造影剤使用撮影のレセプト作成

11
Lesson6　注射の点数を知る

11
画像診断　特殊・造影剤使用併用撮影の
レセプト作成

12
Lesson6　注射の点数を知る

12
検査～画像診断までのレセプト作成

15
前期試験

15
後期試験解説

13
外来レセプト入力

13
検査～画像診断までのレセプト作成

14
外来レセプト入力

14
後期試験

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

メンタルヘルスケア 講義 必修 前期

医療福祉心理学科 1年 30時間 原口　美佐代

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
学校や職場で必要なメンタルヘルスケアに関する知識や対処
方法を習得する。
検定試験に合格するための学習方法について学ぶ。

【教科書・参考書・教材等】
メンタルヘルスマネジメント検定試験　公式テキスト　Ⅲ種　セルフケアコース第５版　/　（株）中央経済社
メンタルヘルス・マネジメント検定試験　３種セルフケアコース過去問題集〈２０２２年度版〉　/　（株）中央経済
社

【到達目標】
メンタルヘルス・マネジメント検定試験3級に合格することを到達目標とする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1

2
メンタルヘルスケアの意義

2

3
ストレスおよびメンタルヘルスに関する基礎知識①

3

4
ストレスおよびメンタルヘルスに関する基礎知識②

4

5
ストレスおよびメンタルヘルスに関する基礎知識③

5

6
セルフケアの重要性

6

7
ストレスへの気づき方①

7

8
ストレスへの気づき方②

8

9
ストレスへの対処、軽減の方法①

9

10
ストレスへの対処、軽減の方法②

10

11
ストレスへの対処、軽減の方法③

11

12
ストレスへの対処、軽減の方法④

12

15
総まとめ

15

13
重要事項のポイントチェック

13

14
前期試験

14
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大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

権利擁護を支える法制度 講義 選択 前期

医療福祉心理学科 2年 30時間 原口　美佐代

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
精神保健福祉士としてソーシャルワークを実践する際に必要と
される「権利擁護を支える法制度」について学習する。クライエ
ントの立場に立って考えることのできる人権感覚を身につける
ことをねらいとする。

【教科書・参考書・教材等】
最新　社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養成講座９　権利擁護を支える法制度/中央法規出版

【到達目標】
精神保健福祉士国家試験合格に必要な知識を身につける。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1

2
ソーシャルワークと法のかかわり①

2

3
ソーシャルワークと法のかかわり②

3

4
ソーシャルワークと法のかかわり③

4

5
法の基礎

5

6
権利擁護の意義と支える仕組み①

6

7
権利擁護の意義と支える仕組み②

7

8
権利擁護活動と意思決定支援①

8

9
権利擁護活動と意思決定支援②

9

10
権利擁護にかかわる組織、団体、専門職

10

11
成年後見制度①

11

12
成年後見制度②

12

15
総まとめ

15

13
成年後見制度③

13

14
前期試験

14
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

国家試験対策 講義 選択 通年

医療福祉心理学科 3年 60時間 原口　美佐代

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
精神保健福祉士の国家試験合格に必要な基礎知識を習得す
ることを目標とする。卒業後、働きながら受験勉強を継続する
必要があることに配慮して、合格するために不可欠な「モチ
ベーションを維持する」方法や合格するための学習方法を身に
つける。【教科書・参考書・教材等】
202４精神保健福祉士　国家試験過去問解説集/中央法規出版

【到達目標】
精神保健福祉士国家試験に初回受験で合格する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 1

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

2
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 2

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

3
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 3

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

4
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 4

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

5
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 5

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

6
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 6

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

7
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 7

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

8
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 8

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

9
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 9

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

10
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 10

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

11
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 11

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

12
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 12

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

15
前期講義の総まとめ

15
後期講義の総まとめ

13
第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説 13

第23回～第25回の過去問題等を使っての演習と重要事項の解
説

14
前期試験

14
後期試験
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ＳＨゼミⅡ 演習 必修 通年

医療福祉心理学科 2年 60時間 高岡　睦昌

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
まずは、1年次を振り返り、クラス全体、そして学生一人一人の学
習、学校生活・行事に対する意識・モチベーションを向上させる。ま
た、就職活動に向けた意識づけ、イメージ作りを行う。日常生活につ
いても、トラブルを避け、安全に生活できるスキルも身につける。

【教科書・参考書・教材等】
ライフデザインナビ １プラス　スクールライフアンケート/(株)ウィネット

【到達目標】
まずは、学生生活、学習に対するモチベーションを向上させる。クラス全体で討議すべき事項やイベントにつ
いては、全体で討議し、充実したものにしていく。また、学生一人一人の不安、心配事については適宜個別面
談も行い、軽減、解消を図る。就職活動に向けては、基本的な知識（履歴書の書き方、求人票の見方など）
を、身近な生活問題についてはトラブルを避けるスキルを身につけていく。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1
オリエンテーション

2
クラス運営について

2
スポーツ大会に向けて

3
クラス運営について

3
スポーツ大会に向けて

4
クラス運営について

4
スポーツ大会を振り返って

5
就職活動について
就職に対するイメージ・意識づけ 5

クラス運営について

6
就職活動について
就職に対するイメージ・意識づけ 6

クラス運営について

7
就職活動について
就職に対するイメージ・意識づけ 7

身近な生活問題について考える

8
クラス運営について

8
身近な生活問題について考える

9
クラス運営について

9
クラス運営について

10
就職活動に向けての準備

10
就職に向けての準備

11
就職活動に向けての準備

11
就職に向けての準備

12
スポーツ大会に向けて

12
就職に向けての準備

15
夏休みの過ごし方について

15
春休みの過ごし方について

13
スポーツ大会に向けて

13
就職に向けての準備

14
前期の学習、学生生活についての振り返り

14
1年間の学習・学生生活の振り返り

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ソーシャルワークの基盤と専門職 講義 必修 前期

医療福祉心理学科 1年 30時間 高岡 睦昌 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
ソーシャルワーク専門職として必要なソーシャルワークの歴史や基
盤を学ぶとともに、ソーシャルワークの価値や倫理、スキルを身につ
ける。現代社会における複雑、多様な生活問題に対応するために関
係機関や多職種との連携が必要なことを理解する。

精神科病院において、精神保健福祉士として
のソーシャルワーク実戦経験（相談業務、デ
イケア、訪問看護など）を基に分かりやすく講
義を行っていく。

【教科書・参考書・教材等】
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編　最新 社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 １１
『ソーシャルワークの基盤と専門職（共通・社会専門）』　/中央法規出版、2021年

講義レジメ・参考資料を配布し、それに基づいて授業を進めます。

【到達目標】
現代社会における複雑、多様な生活問題、社会問題に対して、ソーシャルワーク専門職には包括的な視点
や、関係機関や他職種との連携が求められている。まずはソーシャルワーク専門職としての基盤となる価値
や倫理、スキルを身につけることを重視し、将来ソーシャルワーク専門職としての使命や役割を果たすことの
できる土台作りを行っていく。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
科目オリエンテーション
ソーシャルワーク専門職である社会福祉士・精神保健福祉士 1

2
社会福祉士及び介護福祉士法
精神保健福祉士法 2

3
社会福祉士及び精神保健福祉士の専門性
社会福祉士・精神保健福祉士に求められるコンピテンシー 3

4
ソーシャルワークの定義

4

5
ソーシャルワークの構成要素

5

6
ソーシャルワークの原理

6

7
ソーシャルワークの理念

7

8
ソーシャルワークの源流と基礎確立期

8

9
ソーシャルワークの発展期、展開期と統合化

9

10
日本におけるソーシャルワークの形成過程

10

11
ソーシャルワークの倫理

11

12
倫理綱領

12

15
科目総括

15

13
ソーシャルワーク専門職の概念と範囲
多様な組織・機関・団体における専門職 13

14
試験

14

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

学科コミュニケーション交流 演習 必修 通年

医療福祉心理学科 2年 30時間 高岡　睦昌 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
２年生として、１年生・３年生と学生生活や、実習、就職活動な
どについて、コミュニケーション・交流を図り、良好な関係性を
構築し、学生生活をより充実したものにしていく。

精神科病院において、精神保健福祉士として
のソーシャルワーク実戦経験（相談業務、デ
イケア、訪問看護など）を基に分かりやすく講
義を行っていく。

【教科書・参考書・教材等】
適宜、プリント等を配布します。

【到達目標】
学生が、自ら１年生や２年生と積極的にコミュニケーションや交流を図ることにより、「伝えること」、「聞くこと、
質問すること」、「教わること」といったコミュニケーションスキルを身につけること、スポーツ大会に向けて、準
備することや考えることの大切さを学習します。実習報告会では、現場体験実習・ソーシャルワーク実習を通し
て得た、自身の経験や思い・考えを伝えられるようにします。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
学年間コミュニケーション

1

2
学年間コミュニケーション

2

3
学年間コミュニケーション

3

4
七夕飾り

4

5
学年間コミュニケーション

5

6
ドッグセラピー

6

7
講演会

7

8
夏休みに向けて

8

9 9
学科レクリエーション

10 10
学科レクリエーション

11 11
スポーツ大会

12 12
スポーツ大会

15 15
実習報告会

13 13
クリスマス企画

14 14
実習報告会

2020.04改訂
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ビジネスマナー 講義 選択 前期

医療福祉心理学科 3年 30時間 豊田　恭子 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
働くことへの自信を身につける。
社会人として医療従事者としての接遇マナーを身に付ける
社会人としてのマナーを身に付けさせる。

企業において、取締役の秘書としてスケジュール
管理や書類作成などに従事していた。
小売、サービス業向けに接客サービス研修を行っ
ていた。

【教科書・参考書・教材等】
サービス接遇検定公式テキスト　３級・２級/早稲田教育出版
サービス接遇検定実問題集　３級/早稲田教育出版
サービス接遇検定実問題集１級・２級/早稲田教育出版

【到達目標】
サービス接遇検定3級・2級（準1級）の合格を目指す

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
教科・評価について
サービス接遇3級模擬問題 1

2
接遇用語
電話応対 2

3
職務知識・練習問題

3

4
一般知識・検定対策

4

5
マナー接遇・検定対策

5

6
サービス接遇検定対策

6

7
サービス接遇検定対策

7

8
サービス接遇検定対策

8

9
検定自己採点・ビジネス文書作成

9

10
内定お礼状作成
（サービス準１級対策） 10

11
内定お礼状作成
（サービス準１級対策） 11

12
社会人マナー・模擬文書作成

12

15
解答・解説・模擬文書完成

15

13
社会人マナー・模擬文書作成

13

14
前期試験

14
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ビジネス基礎 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 60時間 豊田　恭子 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
働くことへの自信を身につける。
社会人としてのマナーを身に付けさせる。

企業において、取締役の秘書としてスケジュール
管理や書類作成などに従事していた。
小売、サービス業向けに接客サービス研修を行っ
ていた。

【教科書・参考書・教材等】
ビジネス実務マナー検定受験ガイド増補版　/　早稲田教育出版
ビジネス実務マナー検定実問題集３級　60-64回　/　早稲田教育出版

【到達目標】
11月実施のビジネス実務マナー検定3級の合格を目標とする。
就職活動や実習におけるビジネスマナーを身に付ける

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
教科・評価について・ビジネスマナーとは？
社会人としての資質・敬語について 1

前期の復習・事務用品・事務機器　敬語練習

2
敬語・接遇用語・必要とされる資質

2
社内文書

3
執務要件　＊毎授業時に敬語練習を行う

3
社外文書・社交文書

4
組織の機能①　敬語練習

4
社外文書・社交文書・検定対策

5
組織の機能②　敬語練習

5
検定対策

6
対人関係①人間関係　　敬語練習

6
検定対策

7
対人関係②マナー接遇　　敬語練習

7
検定解答解説・電話応対

8
対人関係③服装について　　敬語練習

8
電話応対・伝言メモロープレ

9
対人関係④交際（慶事について）　　敬語練習

9
電話応対・伝言メモロープレ

10
対人関係⑥交際（弔事について）　　敬語小テスト

10
模擬文書作成（社交文書）

11
対人関係⑥交際（弔事について）　　敬語練習

11
模擬文書作成（社交文書）

12
会議についての基礎知識

12
模擬文書作成（お礼状作成）

15
解答・解説・情報について②

15
解答・解説、総復習

13
情報について①

13
模擬文書作成（お礼状作成）

14
前期試験

14
後期試験

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

社会学と社会システム 講義 選択 前期

医療福祉心理学科 3年 30時間 柴田　惇朗

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
社会学の基本的な理論、および社会学的考え方を理解する
こと。
個人と社会の関係や社会問題への視点を養い、対人援助
職としての社会との関わり方について考察すること。

【教科書・参考書・教材等】
最新 社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 ３ 社会学と社会システム/中央法規出版

【到達目標】
社会学的理論や社会問題を知り、社会学的な考え方に親しむこと。
また、これらの知識を社会で生き、また対人援助の現場において応用可能であると考えられるようになる
こと。
授業内で発言・質問・発表を行う、課題を提出するなどの形で授業に積極的に参加すること。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
授業概説、教科書とその使い方について
教科書概観 1

2
第1章「社会学の視点」概要

2

3
第2章「社会構造と変動」概要

3

4
第3章「市民社会と公共性」概要

4

5
第４章「生活と人生」概要

5

6
第5章「自己と他者」概要

6

7
終章「社会学と社会福祉学の連携・協働」概要
復習の方針について 7

8
復習：キー概念（社会学者と社会理論①）

8

9
復習：キー概念（社会学者と社会理論②）

9

10
復習：キー概念
（社会問題、個人・家族に関する歴史・統計）

10

11
復習：過去問対策 

11

12
課題の説明、発表課題の作成

12

15
全体復習

15

13
生徒発表①

13

14
生徒発表②

14

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

社会福祉調査の基礎 講義 選択 前期

医療福祉心理学科 3年 30時間 柴田　惇朗

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
社会福祉調査の目的と方法に親しむこと。
調査の方法論を実践的な状況に応用する訓練を積むこと。

【教科書・参考書・教材等】
最新 社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 ５ 社会福祉調査の基礎/中央法規出版

【到達目標】
質的・量的な社会調査の概要を知り、調査の目的と方法を理解すること。
授業内で発言・質問・発表を行う、課題を提出するなどの形で授業に積極的に参加すること。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
授業概説、教科書とその使い方について
教科書を読む前の準備 1

2
第1章「社会福祉調査の意義と目的」、第2章「社
会福祉調査における倫理と個人情報保護」概要 2

3
第3章「社会福祉調査のデザイン」概要

3

4
第4章「量的調査の方法」概要

4

5
第5章「質的調査の方法」概要

5

6
第6章「ソーシャルワークにおける評価」概要

6

7
復習の方針について
復習：キー概念（社会調査の概要） 7

8
復習：キー概念（量的調査）

8

9
復習：キー概念（質的調査）

9

10
復習：キー概念（データ分析）

10

11
復習：過去問対策

11

12
課題の説明、発表課題の作成

12

15
全体復習															
															

15

13
生徒発表①

13

14
生徒発表②

14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

現代の精神保健の課題と支援 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 60時間 秋山　和雄 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
①現代の精神保健分野の動向と課題を理解する。
②精神保健の諸課題と精神保健福祉士の役割と専門機関や
関係機関との連携について理解する。

地方自治体にて、不登校、ひきこもりの相談、
知的障害者施設にて指導員を経験。退職後、
ひきこもり親の会カウンセラーとしてひきこもり
家族や当事者の支援を行う。

【教科書・参考書・教材等】
「 現代の精神保健の課題と支援/中央法規出版」を教科書として使用します。それと、最低この２冊「精神保
健福祉士の仕事」（朱鷺書房　2012)「心の病気にかかるこどもたち（朝日新聞出版　2022）＜＊いずれも学校
の図書室在庫＞を読んでおいてください。ゲストスピーカーとして、脊髄損傷の方やひきこもり経験者を授業に
お招きします。適宜授業中に資料プリントを配布、その授業で学んだことを「振り返り」に書いて提出。

【到達目標】
少子高齢化、国際化、さらには情報が絶えず行きかう変化が激しい「Society5.0」 といわれる現代社会では、
すべての国民にとって精神保健の維持・増進は重要な課題である。そのため、この授業においては、各ライフ
ステージ（児童期における不登校など）の精神保健の課題とその対策を学び、精神保健福祉士の役割を理解
する。さらに、関連機関や職種との連携は、必須の課題であるため、そのあり方も学ぶ。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 オリエンテーション（講義の趣旨、学習の進め方） 1 不登校の歴史とその対策

2 精神保健の基礎知識　① 2 学校教育といじめ

3 精神保健の基礎知識　② 3 学校でのソーシャルスクールワーカーの役割

4 ストレスと精神保健 4 認知高齢者に対する対策

5 ライフサイクルにおけるメンタルヘルス課題 5 若年認知症と当事者支援

6 職場における精神保健活動 6 社会的ひきこもりをめぐる精神保健

7 生活習慣と精神保健＝依存症について考える 7 グループワーク「ひきこもり」について

8 メンタルヘルスリテラシー教育 8 精神保健と自殺対策【うつ病を中心に】

9 性的マイノリティと精神保健 9 自殺について考える

10 精神保健と心的態度（脊髄損傷者のお話「） 10 災害時の精神保健

11 グリーフケア 11 発達障害者に対する対策

12 家族機能と子育て 12 精神保健福祉に関わる専門職の役割と連携①

15 まとめ 15 まとめ

13 精神保健福祉士と精神障害者の社会復帰 13 精神保健福祉に関わる専門職の役割と連携②

14 テスト 14 テスト
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

パソコン表計算 講義＆演習 必修 通年

医療福祉心理学科 2年 60時間 喜納　政美

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
表計算ソフトである「Excel」を利用し、論理思考による、計算能
力を身に付ける。
ビジネスで役立つ技術であることを証明するために、検定試験
にも挑戦する。

【教科書・参考書・教材等】
EXCEL表計算処理技能認定試験3級問題集2019対応/サーティファイ
EXCEL 2019 クイックマスター (応用編)　2版/（株）ウイネット
EXCEL表計算処理技能認定試験1.2級問題集2019対応/サーティファイ

【到達目標】
前期：Excel表計算処理技能認定試験3級　合格
後期：Excel表計算処理技能認定試験2級　合格

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション　クラスルームログイン　ﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ
Excel基本操作①　自作プリント 1

Chapter１
（クイックマスター応用編）

2
　各回最初にタイピング５分
Excel基本操作②　自作プリント 2

Chapter２

3
練習問題１（問題集）　各回最初にタイピング練習５
分 3

Chapter２

4
練習問題２

4
Chapter３・４

5
練習問題３

5
Chapter５

6
練習問題４

6
Chapter６・７

7
チャレンジ　練習問題５～７

7
クラスルームログイン
練習問題１（問題集）

8
チャレンジ　練習問題８～10

8
練習問題２

9
模擬問題１

9
チャレンジ　練習問題３・４

10
模擬問題２

10
模擬問題１

11
模擬問題３

11
知識問題（冬休みの宿題の説明）

12
チャレンジ　模擬問題４・５

12
模擬問題２

15
タイピング記録提出　解説＋振り返り

15
解説＋振り返り

13
チャレンジ　模擬問題６

13
チャレンジ　模擬問題３

14
定期試験

14
定期試験

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

パソコン文書作成 講義＆演習 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 60時間 喜納　政美

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
ワープロソフトである「Word」を使い、文書作成能力を身に付け
る。
ビジネスで役立つ技術であることを証明するために、検定試験
にも挑戦する。

【教科書・参考書・教材等】
WORD文書処理技能認定試験3級問題集2019対応/サーティファイ
WORD 2019 クイックマスター (応用編)/（株）ウイネット
WORD文書処理技能認定試験1.2級問題集2019対応/サーティファイ

【到達目標】
前期：Word文書処理技能認定試験3級　合格
後期：Word文書処理技能認定試験2級　合格

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション　クラスルームログイン
Word基本操作　入力練習　（自作プリント） 1

Chapter１
（クイックマスター応用編）

2
パソコンの基礎
Word基本操作　文書編集　（自作プリント） 2

Chapter２

3
問題入力　練習問題１
(問題集） 3

Chapter３

4
練習問題１

4
Chapter４

5
問題入力　練習問題２

5
Chapter５・６

6
問題入力　練習問題３

6
問題入力　練習問題１
（問題集）

7
問題入力　練習問題４

7
問題入力　練習問題２

8
チャレンジ　練習問題５～７

8
練習問題３

9
チャレンジ　練習問題８～10

9
チャレンジ　練習問題４

10
模擬問題１　（入力データ有）

10
模擬問題１　（入力データ有）

11
模擬問題２　（入力データ有）

11
知識問題　（冬休みの宿題　説明）

12
模擬問題３　（入力データ有）

12
模擬問題２　（入力データ有）

15
解説＋振り返り

15
解説＋振り返り

13
チャレンジ　模擬問題４～６

13
チャレンジ　模擬問題３

14
定期試験

14
定期試験

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

社会福祉の原理と政策 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 3年 60時間 江木　一紀 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
●福祉の視点を習得するとともに理論と哲学について理解す
る。
●福祉制度の発展過程と意義や理念を理解する。
●福祉政策の構成要素と関連政策について理解する。

●スクールソーシャルワーカーとして実務に
あたっている。
●成年後見人等として実務にあたっている。

【教科書・参考書・教材等】
最新 社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 ４ 社会福祉の原理と政策/中央法規出版

【到達目標】
●社会福祉の専門職としての基本的な視点を獲得する。
●福祉制度を知り、意義や理念を前提として利用者への活用を促進する姿勢を身に着ける。
●福祉とその関連政策を理解し、支援者ネットワークを構築するための知識を習得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
福祉とは何か(第4章)

1
福祉政策の構成要素(第6章)

2
社会福祉の原理と政策を学ぶにあたって
(序章・第4章) 2

福祉政策の過程と評価(第6章)

3
社会福祉を学ぶ視点と欧米の社会福祉の歴史的展
開
(第1章)

3
福祉政策の動向と課題(第7章)

4
日本の社会福祉の歴史的展開(第1章)

4
保健医療政策、教育政策(第8章)

5
社会福祉の思想・哲学・理論(第2章)

5
子どもを取り巻く問題について(第8章)

6
現代における社会問題(第3章)

6
住宅政策、労働政策、災害政策(第8章)

7
社会問題の構造的背景(第3章)

7
【小テスト】(第6～8章)

8
【演習】社会問題の背景を考える(第3章)

8
福祉サービスの供給(第9章)

9
【小テスト】(序章～第4章)

9
福祉サービスの利用(第9章)

10
ニーズとは何か(第5章)

10
【演習】福祉サービスの利用(第9章)

11
ニーズとリソース(資源)(第5章)

11
福祉政策の国際比較(第10章)

12
【演習】リソース(資源)とは何か(第5章)

12
【演習】これからの社会福祉(終章)

15
振返り

15
振返り

13
【小テスト】(第5章)

13
【小テスト】(第6章～終章)

14
学期末試験

14
学期末試験

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

障害者福祉 講義 必修 前期

医療福祉心理学科 1年 30時間 江木　一紀 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
「障害」がすべての人の属性であること（全ての人は支援を要
すること）を理解し、それを前提とした以下の事項について習
得する。
●社会環境　●法制度 ●関係機関と専門職の役割　等

●スクールソーシャルワーカーとして実務に
あたっている。
●成年後見人等として実務にあたっている。

【教科書・参考書・教材等】
最新 社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 ８ 障害者福祉/中央法規出版

【到達目標】
●「障害」の概念を理解し、それに基づいて現代の社会環境について考察する。
●「障害者」支援に関する法制度について習得する。
●「障害者」支援に関する関係機関と専門職について習得する。
●「障害者」支援の実践について考察する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
【導入】「障害」とは何か

1

2
障害概念と特性(第1章)

2

3
障害者福祉の理念(第2章)

3

4
障害者福祉の歴史(第3章)

4

5
障害者の生活実態とこれを取り巻く社会環境と課題
(第4章) 5

6
【演習】障害者と家族(第4章)

6

7
障害者に対する法制度①(第5章)

7

8
障害者に対する法制度②(第5章)

8

9
【小テスト】(第1章～第5章)

9

10
障害者と家族等の支援における関係機関と専門職
の役割(第6章) 10

11
障害者と家族等に対する支援の実際(第7章)

11

12
【演習】障害者と家族等に対する支援(第6章～第7章)

12

15
振返り

15

13
【小テスト】(第6章～第7章)

13

14
学期末試験

14

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

ソーシャルワークの理論と方法 講義 選択 通年

医療福祉心理学科 2年 60時間 髙室　直子 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
社会の変化著しい近年において、人々の心身の健康を維持・
増進し、メンタルヘルスの課題を持つ人々の役に立つ人材とな
るために、必要な専門知識と支援方法を学ぶ。

精神科病院（精神保健福祉士）、障害児通所
施設・障害児療育センター（指導員）、高齢者
施設（相談員）、居宅介護支援事業所（介護
支援専門員）、社会福祉法人（評議員）

【教科書・参考書・教材等】
最新 精神保健福祉士養成講座 ６「ソーシャルワークの理論と方法(精神専門)」
　/日本ソーシャルワーク教育学校連盟：編集　中央法規：出版

【到達目標】
ソーシャルワークの展開技法、家族支援、コミュニティワーク、ソーシャルアクション、チームアプローチ、ソー
シャルアドミニストレーション、関連分野の実践、についての知識を習得し、精神保健福祉士国家試験合格を
めざす。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
ソーシャルワークの構成要素

1
ソーシャルアクションの基本的視点

2
ソーシャルワークの展開過程

2
個別支援から地域における体制整備

3
精神保健福祉分野のソーシャルワークの基本視点

3
政策提言・政策展開

4
ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワーク

4
地域移行・地域定着

5
援助関係の形成技法

5
チームアプローチ（連携の意義と目的）

6
インテーク

6
多職種連携・多機関連携の留意点

7
アセスメント

7
チームビルディング　　チームの形態特徴

8
面接技術とその応用

8
連携における精神保健福祉士の役割

9
グループワーク

9
ソーシャルアドミニストレーションの概念と意義

10
アウトリーチ

10
ソーシャルアドミニストレーションの展開方法

11
支援の展開（人・環境へのアプローチ）

11
人材確保と人材育成

12
支援の展開（ケアマネジメント）

12
学校・教育分野

15
コミュニティワーク　　地域精神保健福祉の向上

15
災害分野

13
精神障害家族の課題

13
司法分野　

14
家族理解の変遷　　家族支援の方法

14
産業分野　

2020.04改訂
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

保育実技（絵画） 講義＆演習 選択 前期

医療福祉心理学科 3年 30時間 山崎　久子 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
のり、はさみ、色えんぴつなどを使用して、保育現場で通用す
る秘術を

・公立保育所、小規模保育事業等保育士とし
て勤務
・聴覚支援学校にて特別支援教諭として幼児
教室でのサポートを担当

【教科書・参考書・教材等】
毎回、担当教員が用意した材料を使用して課題を製作する。

【到達目標】
身近なものを使用して、保育現場だけでなくそれぞれの職場等で簡単な製作物が展示できるようにする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
絵画制作の概要　おりがみ

1

2
製作　色鉛筆画①

2

3
製作　切り紙

3

4
製作　ねんど

4

5
製作　かるた

5

6
製作　色鉛筆画②

6

7
製作　七夕飾り

7

8
製作　うちわ作り

8

9
製作　紙芝居

9

10
製作　紙芝居

10

11
製作　紙芝居

11

12
製作　紙芝居

12

15
まとめ

15

13
あやとり

13

14
製作　色鉛筆画テスト

14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

保育実技（言語） 講義＆演習 選択 前期

医療福祉心理学科 3年 30時間 山崎　久子 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
社会人、保育者として正しい言語使用についてテキストを中心
として学ぶ。

・公立保育所、小規模保育事業等保育士とし
て勤務
・聴覚支援学校にて特別支援教諭として幼児
教室でのサポートを担当

【教科書・参考書・教材等】
保育学生のための基礎学力演習　教養と国語力を伸ばす㉚Lｅｓｓｏｎ　中央法規

【到達目標】
保育現場での具体的用語を理解する。
面接での言葉遣いの対応を習得する。
保育士試験実技の素話を覚える。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
保育に関する基礎知識　テストについての説明

1

2
子どもの育ち　①　②　

2

3
子どもの育ち　③

3

4
子どもの遊び　遊びの形態

4

5
母子の絆　保育の形態　①

5

6
保育の形態　②　③

6

7
保育の計画　基本的生活習慣

7

8
子どもの食と栄養①　②

8

9
子どもの保健　子どもの生活

9

10
幼児教育　保育の職場

10

11
注意すべき病気　子どもの福祉

11

12
安全　日常における保育の進め方

12

15
これからの保育と教育　ことわざ　まとめ

15

13
虐待への対応　保育に関する相談

13

14
障がい児保育　幼保小の連携　素話テスト

14
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

コミュニケーション演習 講義 必修 前期

医療福祉心理学科 1年 30時間 中井　美彩子

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
コミュニケーションの基礎となる自己感覚や他者との距離感
を体験的に学び、自己と他者の双方を尊重したコミュニケー
ションについて理解を深めることを目的とする。

適宜資料を配布

【到達目標】
様々なワークを通じて、心・言葉・身体が一致したコミュニケーション感覚を身につけることを目指す。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
自己紹介

1

2
偏愛マップ

2

3
コラージュ・ワーク１

3

4
コラージュ・ワーク１振り返り

4

5
音楽からイメージを膨らませる１

5

6
音楽からイメージを膨らませる２

6

7
映画鑑賞『僕が飛び跳ねる理由』

7

8
呼吸法、タッピング

8

9
音を形にするワーク

9

10
フォーカシングワーク１

10

11
フォーカシングワーク２

11

12
コラージュ・ワーク２

12

15
全体の振り返り

15

13
コラージュ・ワーク２振り返り

13

14
レポート課題

14

2020.04改訂
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【教科書・参考書・教材等】



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

心理学と心理的支援 講義 必修 通年

医療福祉心理学科 1年 60時間 中井　美彩子

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
人の心の仕組みや発達、心の健康、支援技法など、心理学
における基本的な知識を学ぶことを目的とする。

【教科書・参考書・教材等】
最新 社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座２　心理学と心理的支援/中央法規出版

【到達目標】
支援に必要な心理学の知識を学ぶとともに、自分自身の心の健康にも配慮でき、実践的に役立つ理解を
身につけることを目指す。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
心理学の歴史

1
パーソナリティ理論

2
研究法と支援方法の発展

2
生涯発達

3
社会のなかでの心理

3
子どもの発達

4
日常生活とストレス

4
アタッチメント理論

5
ストレス反応と心理的不適応

5
心理アセスメント

6
ストレス対処、レジリエンス

6
ソーシャルワークにおける心理的支援

7
心の生物学的基盤

7
精神分析

8
感情、欲求

8
認知行動療法

9
感覚、知覚

9
家族療法、プレイセラピー

10
学習、行動

10
虐待、トラウマ

11
認知、思考

11
災害時における支援

12
知能と知能検査

12
支援者支援

15
振り返り

15
振り返り

13
前期まとめ

13
後期まとめ

14
試験

14
試験
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　　令和４年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

カラーセラピー 講義＆演習 選択 後期

医療福祉心理学科 1年 16時間 毛利　美保

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
色に関する様々な効果を学び、色を通して「気付き」を促
す。
また日常生活での色の使い方や取り入れ方を学び、より色
を身近に感じてもらうことを目的とする。

【教科書・参考書・教材等】

日本色研　新配色カード１９９a

【到達目標】
色への興味や関心を高め様々な角度から色を学んでいく。
色鉛筆や配色カードを使って、色に触れ、色を感じ、色で癒され、色と心の結びつきを習得
し、楽しく色を学び視野を広げることを目標とする。

																																【評価方法と基準】

出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 1 カラーセラピーについて

2 2 色彩の基礎

3 3 色のイメージと色彩心理効果（１）

4 4 色のイメージと色彩心理効果（２）

5 5 カラーリングスター

6 6 パーソナルカラー（１）

7 7 パーソナルカラー（２）

8 8 カラーコミュニケーション

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

精神障害リハビリテーション論 講義 選択 前期

医療福祉心理学科 2年 30時間 鈴木 啓介 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
１．精神障害リハビリテーションの概念や制度上の役割、プロ
セスなど知識を理解すること
精神保健福祉士の役割について理解すること

精神科病院　大学病院で勤務し、リハビリ
テーションに従事した。

【教科書・参考書・教材等】
中央法規出版　精神保健福祉士養成講座　「精神障害リハビリテーション論」

【到達目標】
リハビリテーションの理念、定義、基本原則を理解した上で構成及び展開　実施機関との関連や現状について
把握し実習や実務において実践する力を養う事を目標とする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
精神障害リハビリテーションの全体像

1

2
ソーシャルワークや精神新保健福祉士の役割

2

3
リハビリテーションの理念　定義　基本原則

3

4
精神疾患と障害について

4

5
対象とチームアプローチについて

5

6
リハビリテーションの展開プロセス
（アセスメント　モニタリング等） 6

7
医学的リハビリテーションについて

7

8
医学的リハビリテーションについて

8

9
職業的リハビリテーションについて

9

10
職業的リハビリテーションについて

10

11
リハビリテーション　実践論
（精神科デイケア　就労支援等） 11

12
社会的リハビリテーション

12

15
学期末試験

15

13
教育的リハビリテーション

13

14
ピアサポート　家族会

14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

医学概論 講義 必修 前期

医療福祉心理学科 3年 30時間 小幡　季子 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
人体に触れる者としての基礎知識である正常構造・正常機能
と、異常としての疾病を解説する。医療福祉に関わる社会の動
向も紹介する。

監察医として従事されている。

【教科書・参考書・教材等】
最新 社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 １ 医学概論/中央法規出版

【到達目標】
目の前のヒトがどのような状態にあるのか、情報を収集し安全か危険か判断できるようにする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション/解剖学総論/人体の発生・成長

1

2
ホメオスタシス/循環器系/泌尿器系

2

3
呼吸器系/免疫系/皮膚

3

4
消化器系/内分泌系

4

5
生殖器系/運動器系/神経系

5

6
健康と医療/生活習慣病

6

7
循環器疾患/血液疾患

7

8
腎疾患/新生物

8

9
感染症/呼吸器疾患

9

10
消化器疾患/内分泌疾患

10

11
膠原病/運動器疾患/神経変性疾患/感覚器の疾患/先天性疾患/損傷/中毒

11

12
身体障害/知的障害/精神障害/認知症

12

15
解答解説/総括

15

13
高齢者と医療/死と医療/保健衛生事項

13

14
試験

14
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

カウンセリング演習Ⅱ 講義＆演習 選択 通年

医療福祉心理学科 2年 60時間 松本  健輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
カウンセリング限らず、幅広く対人援助者として、被援助者
に対応できるスキルを身につける。

カウンセリングオフィスを開業し、
カウンセリング業務を行っている。

【教科書・参考書・教材等】

【到達目標】
対人援助職者として、自己理解、家族理解、他者理解ができること。さらに、援助職者として、介入をする
ための土台ができるような知識やスキルの習得を目指す。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション オリエンテーション

2
一つの質問を広げていく

2
合意形成

3
面接からレポートの作成

3
説得1

4
価値観の多様性

4
説得2

5
ドラマセラピー

5
コンプリメント1

6
ジェノグラム面接

6
コンプリメント2

7
ジェノグラムを通して家族を理解する1

7
ゴールを作る1

8
ジェノグラムを通して家族を理解する2

8
ゴールを作る2

9
ジェノグラムを通して家族を理解する2

9
ライブセッション

10
家族面接1

10
公開カウンセリング

11
家族面接2

11
公開カウンセリング

12
家族面接3

12
公開カウンセリング

15
まとめ

15
まとめ

13
ライブセッション

13
公開カウンセリング

14
テスト

14
公開カウンセリング
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

カウンセリング演習Ⅲ 講義＆演習 選択 通年

医療福祉心理学科 3年 60時間 松本  健輔 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
カウンセリング限らず、幅広く対人援助者として、被援助者
に対応できるスキルを身につける。

カウンセリングオフィスを開業し、
カウンセリング業務を行っている。

【教科書・参考書・教材等】

【到達目標】
現場に出た時に、被援助者に対して自信を持って接するための知識やスキルを獲得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1
オリエンテーション

2
SFAを使ったセルフカウンセリング

2
事例検討1

3
クライアントのリソースを引き出す

3
事例検討2

4
コンプリメント

4
統計から読み解く家族の現状

5
ソリューション・フォーカスト・アプローチ

5
カウンセリング概要

6
家族療法

6
カウンセリング技法1

7
集団療法1

7
カウンセリング技法2

8
集団療法2

8
アセスメント

9
集団療法3

9
ゴールを作る

10
ケース会議1

10
介入

11
ケース会議2

11
公開ロールプレイ

12
テーマ別公開ロールプレイ1

12
公開ロールプレイ

15
まとめ

15
まとめ

13
テーマ別公開ロールプレイ2

13
公開ロールプレイ

14
テスト

14
公開ロールプレイ
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　　２０２３年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

保育実技（音楽） 講義＆演習 選択 通年

医療福祉心理学科 2年 60時間 神影　亜弥

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
保育士試験に必要な知識を習得する。又、保育士に必要なピ
アノ演奏の実技、歌唱力を身に付ける。

【教科書・参考書・教材等】
この一冊でわかるピアノ実技と楽典・いつでも実践リトミック・こどものうた２００・こどもとうたうあそびうた

【到達目標】
・基礎的な読譜能力を身に付ける。こどもの歌を正しい音程、リズムで歌え、弾き歌いができるように。
又、保育士試験の科目である保育実習理論の合格。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション・音名・楽譜の理解

1
前期の復習

2
発声の基礎・季節の歌・ピアノ実技

2
調に関すること・こどもの歌・ピアノ実技

3
音程に関すること・手遊び歌・ピアノ実技

3
調に関すること・こどもの歌・ピアノ実技

4
音程に関すること・こどもの歌・ピアノ実技

4
こどもの歌・ピアノ実技

5
音程に関すること・こどもの歌・ピアノ実技

5
こどもの歌・ピアノ実技

6
コードに関すること・こどもの歌・ピアノ実技

6
こどもの歌・ピアノ実技

7
コードに関すること・こどもの歌・ピアノ実技

7
こどもの歌・ピアノ実技

8
コードに関すること・こどもの歌・ピアノ実技

8
こどもの歌・ピアノ実技

9
手遊び歌を考える・ピアノ実技

9
保育士試験問題の解説・ピアノ実技

10
手遊び歌を考える・ピアノ実技

10
保育士試験問題の解説・ピアノ実技

11
こどもの歌・ピアノ実技

11
保育士試験問題の解説・ピアノ実技

12
こどもの歌・ピアノ実技

12
保育士試験問題の解説・ピアノ実技

15
前期の総復習

15
１年間の総まとめ

13
こどもの歌・ピアノ実技

13
こどもの歌・ピアノ実技

14
手遊び歌の発表

14
実技テスト
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

保育原理 講義 選択 前期

医療福祉心理学科 2年 30時間 成瀬　弘子

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
子どもの育ちを育む上での基本的人権意識・発達理解・家
庭や社会的背景をふまえつつ、子どもを支援する方法を理
解する。保育士の根本的原理を学び子どもの心の理解育ち
を理解する。

【教科書・参考書・教材等
最新　保育士養成講座　第一巻（保育原理）・・・全国社会福祉協議会

【到達目標】
保育所保育指針を中心に子どもの発達を理解しながら、子どもとの関わり方の理解、保護者支援の理解
等、実践面での人との関わり方を理解出来るようにする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
乳幼児と保育理念

1

2
乳幼児保育の構造と内容の基本

2

3
権利主体としての乳幼児

3

4
乳幼児保育の役割と機能

4

5
保育所保育指針に基づく保育

5

6
乳幼児の発育・発達を踏まえた保育

6

7
保育の展開

7

8
個と集団の育ちと保育士の関わり

8

9
子ども家庭福祉の法体系と保育の位置付け

9

10
保育の実施体系

10

11
諸外国の保育の思想と歴史

11

12
日本における保育の歴史

12

15
日本の保育の現状と課題・総合まとめ

15

13
諸外国の保育の現状と課題

13

14
テスト

14
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

手話 演習 選択 前期

医療福祉心理学科 3年 30時間 西　節子

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
基本的な手話の習得

【教科書・参考書・教材等】
最新版　すぐに使える手話/主婦と生活社

【到達目標】
聴覚障がい者と自然に接する感覚　日常会話を身に付ける

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
手話　ろう文化について　挨拶

1
手話　ろう文化について　挨拶

2
人名漢字　自己紹介

2
人名漢字　

3
数字の表現

3
小テスト　自己紹介

4
家族　趣味　スポーツ

4
数字

5
指文字

5
小テスト　家族　趣味　スポーツ

6
復習（家族紹介）

6
指文字

7
時制の表現

7
小テスト　復習

8
疑問詞

8
家族紹介

9
あいづち

9
小テスト　時制

10
食べ物　飲み物

10
疑問詞

11
対で覚える表現

11
小テスト　あいづち

12
都道府県名

12
食べ物　のみもの

15
解説　まとめ

15
まとめ　総復習

13
総復習

13
小テスト　反対語

14
試験

14
都道府県名
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　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

カウンセリング概論 講義 必修 前期

医療福祉心理学科 1年 30時間 大國　智子

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
カウンセリングの全体像を捉えることを目的とする。ロジャーズ
の来談者中心療法の理論を基にカウンセリングを理解する。カ
ウンセリングの歴史と現状、プロセスについて概要を伝える。

【教科書・参考書・教材等】
教科書：平木典子著「カウンセリングとは何か」朝日選書

【到達目標】
対人援助職に必要な「受容・共感」「ラポール」「傾聴」について説明ができること。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
カウンセリングとは？（１）：
　　カウンセリングのイメージ、自己概念

1

2
カウンセリングとは？（２）：
　　クライエントとカウンセラーの関係

自己開示、フィードバック
2

3
カウンセラーの３条件①：資質と姿勢

3

4
カウンセラーの３条件②：自己一致

4

5
カウンセラーの３条件③：受容

5

6
カウンセラーの３条件④共感

6

7
自己概念とストレス

7

8
クライエントの変化、ものの見方

8

9
職業倫理、安全と安心の配慮

9

10
カウンセリングの技法①：ラポール形成

10

11
カウンセリングの技法②：問題の明確化

11

12
カウンセリングの技法③：変容

12

15
まとめ、試験のフィードバック、自己分析

15

13
カウンセリングの技法④：終結

13

14
試験

14
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